
現状報告090716
佐賀大学 D3 

東貴俊



ASIC常温試験結果



まとめを作成中

ゲイン、リニアリティー、ダイナミックレンジ

ノイズ測定(ENC)

クロストーク？



ゲイン, リニアリティー

プロット中。

ゲインに違いがある

ダイナミックレンジ( ゲイン±0.5)

-30 fC ～ 100 fC ? 



ノイズ測定(ENC)

Chip 2 の全チャ
ンネルに対して測
定。プロット中 !"#$

%##$

%"#$

"##$

""#$

&##$

&"#$

'##$

!! "!! #!! $!! %!! &!! '!!

!
"
#
$%
&
'&
()
*+
,
-$

()*+,-#./$%01-$

!"#$%(2$3-$

()*$

ゲイン補正無し



クロストーク？

大きすぎる？(測定方法
を間違えた？)

!"

#!"

$!"

%!"

&!"

'!"

(!"

)!"

*!"

+!"

#!!"

!! "! #! $! %! &! '! (!

!"#$$%&'()*!+),)-./0%1234)

,-.//0123"456"

!"

#!"

$!"

%!"

&!"

'!"

(!"

)!"

*!"

+!"

#!!"

!! "! #! $! %! &! '! (! )!

!"#$$%&'()*!+),)-./0%1234)

,-.//0123"456"

!"

#!"

$!"

%!"

&!"

'!"

(!"

)!"

*!"

+!"

#!!"

!! "! #! $! %! &! '! (!

!"#$$%&'()*!+),)-./0%1234)

,-.//0123"456"

!"

#!"

$!"

%!"

&!"

'!"

(!"

)!"

*!"

+!"

#!!"

!! "! #! $! %! &! '! (!

!"#$$%&'()*!+),)-./0%1234)

,-.//0123"456"

!"

#!"

$!"

%!"

&!"

'!"

(!"

)!"

*!"

+!"

#!!"

!! "! #! $! %! &! '! (!

!"#$$%&'()*!+),)-./0%1234)

,-.//0123"456"

!"

#!"

$!"

%!"

&!"

'!"

(!"

)!"

*!"

+!"

#!!"

!! "! #! $! %! &! '! (!

!"#$$%&'()*!+),)-./0%1234)

,-.//0123"456"

!"

#!"

$!"

%!"

&!"

'!"

(!"

)!"

*!"

+!"

#!!"

!! "! #! $! %! &! '! (!

!"#$$%&'()*!+),)-./0%1234)

,-.//0123"456"

!"

#!"

$!"

%!"

&!"

'!"

(!"

)!"

*!"

+!"

#!!"

!! "! #! $! %! &! '! (!

!"#$$%&'()*!+),)-./0%1234)

,-.//0123"456"



冷却試験

7/10 より準備開始。

7/13,14,15,16 とたびたび冷却試験を行った。



7/10 冷却準備



温度計

基盤のみでテスト。

チップの場所に温度計を貼
る。

温度計は端子に触れないよ
うスペーサーに固定。



冷却

発砲スチロールの箱
の中で冷却

アルミの箱に穴を空
け、そこから乾燥窒
素ガスを流し入れな
がら、液体窒素を流
し込む

発泡スチロールの箱
の表層に窒素を吹き
かける

箱にフタをすれば
±1℃程度まで

コントロール可能



冷却終了

テストボードをアルミの箱ご
とポリ容器に移し替える。

ポリ容器に窒素ガスを流し込
む。



7/13 テストボード冷却



素子に関して

チップ抵抗、マイカコンデンサーなど、セラ
ミックコンデンサー(-55℃の温度補償)



常温での設定をそのま
まにして、セット。



結果

-20℃ぐらいから
振動しだす。

-80℃近くにな
ると検出効率が
悪くなり、やが
て消える。

常温に戻すとも
とに戻る。



テスト入力の変更

LEMOからハンダ
直付けへ変更。

ジャンパーピンをハ
ンダ直付けへ変更。

テストインのキャパ
シターを容器外に。



結果

-30℃付近より、連続的
なゲインの変化。
-100℃付近でパルスが
消える。
検出効率はよくなった。



テストインのキャパ
シターを除去。

バイアス電圧をモニ
ター

絶縁コーティング剤



バイアス電圧のチェック

温度が下がるとBAMP1, BAMP2(シェイパーのバイアス) の電
圧が少し低下した。( -100℃で5 mV 程度)

他のバイアス(アンプのバイアスなど)はほとんど変化しなかっ
た。 (0～3mV)

ひとまず、バイアス電圧は正常にかかっているようである。



予定

データをまとめる。

バッファーを外す？

入力線をエポキシなどでガチガチに固める?

OrCADで回路図を書き直す。(第２テストボード)


